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1. 部分的デファイナブル自明性

ここでは、 $\mathcal{R}=(\mathbb{R}, +, \cdot, >)$ の $0$-minimal 拡張 $\mathcal{M}=(\mathbb{R}, +, \cdot\rangle>_{7}\ldots)$ で考察する。 実閉体

上でも議論することができるが、 ここでは、 $\mathcal{M}$ に制限して考える。デファイナブルカテ

ゴリーに関しては、 [2], [3] などで議論されている。

部分的デファイナブル自明性に関して、次の定理が知られている。

定理 1.L([2]) (部分的デファイナブル自明性) $f$ : $Sarrow d4$ をデファイナブル写像とする。

このとき、 $S$ のデファイナブル集合 $\{C_{\dot{\mathrm{z}}}\}$ への有限分割とデファイナブル写像 h嫁 $f^{-1}(C_{i})arrow$

$f^{-1}.(y_{i})$ が存在して、 各 $(f, h_{i})$ : $f^{-1}(C_{\dot{7}}..)arrow C_{i}\rangle\langle f^{-1}.(y_{i})$ がデファイナブル同相写像であ

る。 ただし、 $y_{\dot{x}}\in C_{i}$ とする。

-般の場合は、必ず分割しなければならない。

例 1.2. $X=\{(x_{7}y)|xy=1\}\cup\{(x, y)|x$. $=0\}\subset \mathbb{R}_{7}^{2}Y=\mathbb{R},$ $f(x, y)=x$ とすると、 3つに

分けなければ、部分的デファイナブル自明とならない。

問題 13. (1) 部分的デファイナブル自明性の $C^{r}$ 版、 同変版、 $C^{r}$ 同変版はどうか ?

(2) 部分的デファイナブル自明性より強く、デファイナブル自明性が成り立つ場合はど

んなときか ?
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2- 部分的デファイナブル $G$ 自明性

群 $G$ がデファイナブル群とは、 $G$ がデファイナブル集合であって、群演算 $G\cross Garrow G$

と $Garrow G$ がデファイナブルであることである。デファイナブル群の表現写像とは、 $G$ か

らある直 $\sim\nearrow ・x_{-}$群 $O(n)$ への群準同型写像で、デファイナブルとなるものである。 $G$ の表現と

は、 $G$ の表現写像の表現空間のことである。 デファイナブル $G$ 集合とは、 ある $G$ 表現の

$G$ 不変デファイナブル部分集合のことである。

X. $\}’$ をデファイナブル $G$集合とする。 デファイナブル $G$ 写像 $f$ : $Xarrow Y$ がデファイ

ナブル $G$ 自明とは、 ある $y\in Y$ とデファイナブル $G$ 写像 $h$ : $Xarrow f^{-1}$ (のが存在して、

$(f, h)$ : $Xarrow]^{l^{r}}\cross f^{-1}.(y)$ がデファイナブル同相写像となることである。

定理 2.1. ([6]) $G$ をコンパクトデファイナブル群、 $S$ を $G$ 表現 $\Omega$ の中のデファイナブル

$G$ 集合とする。 」
$4$ をある $\mathbb{R}^{n}$ の中のデファイナブル集合とし、 $f$ : $Sarrow A’$ を $G$ 不変デファ

イナブル写像とする。 このとき、 $A$ のデファイナブル集合 {A2} への有限分割が存在して、

各 $f\cdot|.f^{-1}.(_{J}/4_{i}.)$ : $f^{-1}(A_{i})arrow A_{i}$ がデファイナブル $G$ 自明である。

$n$ を 8 以上自然数とする。 $n$ 次元球面 $S^{n}$ に直交群 $O(n+1)$ が自然に作用しているとす

る。 接園 $T(S^{7l})$ から $S^{n}$ への射影 $\pi$ は、 自明ではなく、作用は推移的なので、 $\pi$ は部分的

デファイナブル自明とならない。 よって、 定理 2.1 において、 $G$ 不変の条件は必要である。

定理 2.1 の証明のために、 以下の準備が必要である。

定理 2.2. $(\mathit{1}\mathit{0}.\mathit{2}\wedge \mathit{1}\mathit{8}[2])G$をコンパクトデファイナブル群、 $X$ をデファイナブル $G$ 集合と

する。 このとき、軌道空間 $X/G$ はデファイナブル集合として存在し、射影 $\pi$ : $X-+X/G$

はデファイナブル、 連続かつ固有である。

$K$ を $G$ の部分群とする。 $G\mathrm{x}_{K}X$ は、 $G\cross X$ を同値関係 ( $g$ , x)\sim (四-l, $kx$ ), $k\in K$ で

割った商空間とするとき、 以下の補題が成り立つ。

補題 2.3. $G^{1}$ をコンパクトデファイナブル群、K. $H$ を $G$ のデファイナブル部分群で $K\subset H$

を満たすとする。 $X$ がデファイナブル $K$ 集合ならば、写像 $G\mathrm{X}_{K}Xarrow G\mathrm{X}_{H}’.(H\chi_{K}$

$X))[g, x]\vdasharrow[g, [e, x]]$ はデファイナブル $G$ 同相写像である。

コンパクト位相群 $G$ と $G$ 空間 $X$ に対して、 $x\in X$ のとき、 $G_{x}=\{g\in G|gx=x\}$ を $x$

におけるアイソトロピー群といい、 $G$ の閉部分群となっている。 $X$ のアイソトロピー群

としてあらわれる $H,$ $K$ の共役類 (H), (K) に対して、順序 $(H)\leq(K)$ を $H$ は $K$ のある

部分群と共役と定義する。 これは、順序となって、 それらを軌道型という。
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定理 2.1 の証明, 定理 22 より、軌道空間 $S/G$ はデファイナブル集合で射影 $\pi$ : $Sarrow S/G$

はデファイナブル、連続かつ固有である。 よって、 $f$ から誘導される連続デファイナブル

写像 $\overline{f}$ : $S/Garrow A$ が存在して、 $f=\overline{f\cdot}\circ\pi$ を満たす。 [2] より、 $\overline{f}$ は部分的デファイナブル

自明である。 だから、 $\pi$ が部分的デファイナブル $G$ 自明であることを示せばよい。

$S\subset\Omega$で $\Omega$ は $G$表現なので、$S$は有限個の軌道型がしかもたない。それらを $(H_{1}),$
$\ldots,$

$(H_{l})$

とする。各 $(H_{i})$ に対して、 $S(H_{i})=\{x\in S|(G_{x})=(H_{i})\}=\{x\in S|\exists g\in GgG_{x}g^{-1}=H_{i}\}$ .

なので、 $S(H_{i})$ はデファイナブル $G$ 部分集合である。 さらに、 $\pi(S(H_{i}))=S(H_{i})/G$ は

$\pi(S)=S/G$ のデファイナブル部分集合である。 $\pi$ を $\pi|S(H_{i})$ : $S(H_{i})arrow S(H_{i})/G$ に制限

することにより、 $S$ はただひとつの軌道型 (H) をもっとしてよい。

このとき、 $H$ 不動点集合 $S^{H}=\{s\in S|hs=s\forall h\in H\}$ は $S$ の閉 $N$ 部分集合となる。

ただし、 $N$ は $H$ の正規化群とする。 写像 $\alpha$ : $G$ )$<_{N}S^{H}arrow S,$ $\alpha([g, x])=gx$ は、 $\alpha$ のグラ

フが作用写像 $G\cross Sarrow S$ の $G\cross S^{H}$ への制限の射影 $\pi_{1}$ : $G\cross S^{H}arrow G\cross_{N}S^{H}$ の像となる

ので、 デファイナブル $G$ 同相写像となる。

さらに、 包含写像 $j$ : $S^{H}arrow S$ は、 デファイナブル同相写像 $\beta$ : $S^{H}/Narrow S/G$ を誘導

する。 定理 22 より、 $S^{H}/N$ のデファイナブル集合への有限分割 $\{A_{i}\}_{i=1}^{k}$ が存在して、 各

$\dot{l}$ に対して、 デファイナブル同相写像 $q\acute{J}_{i}$ : $N/H><A_{i}arrow\pi_{H}^{-1}(A_{i})$ で $\pi_{H}0\phi_{\iota}=p_{1}$ を満たす

ものが存在する。 ただし、 $\pi_{H}$ : $S^{H}arrow S^{H}/N$ は射影を表し、 $p_{1}$ は射影 $N/H\succ iA4_{\dot{\iota}}’arrow$ 場を

表すとする。

$B_{i}=\beta(A_{i})$ とする。 $H$ は $A_{2}$ 疵自明に作用しているので、 $N\mathrm{x}_{H}$ 六二 $[perp]\backslash r/H\cross$ 浅か

$\text{つ}G\mathrm{x}_{H}A_{i}\cong G/H\rangle\langle A_{i}$ である。 だから、 \psi 嫁 $G/H\cross B_{i}arrow\pi^{-[perp]}(B_{i})_{;}\eta_{i}^{l}.\acute{\prime}(gH, x)=$

$g\cdot(j\mathrm{o}\phi(eH, \beta^{-1}(x)))$ は、補題 23 と $G/H\cross B_{i}\cong G/H\cross A_{i}\cong G\mathrm{x}_{H}A_{\dot{\tau}}\cong G\mathrm{x}_{N}(^{\mathrm{r}}\wedge\cdot \mathrm{v}^{\tau}\mathrm{x}_{H}A_{i})\cong$

$G\mathrm{x}_{N}(N/H\cross A_{i})\cong G\mathrm{x}_{N}\pi_{H}^{-1}(A_{i})\cong G\mathrm{x}_{N}(\pi^{-1}(B_{i}))^{H}\cong\pi^{-1}(B_{i})$ なので、 デファイナ

ブル $G$ 同相写像である。 口

3. 部分的デファイナブル $C^{\tau}.G$ 自明性

群 $G$ がデファイナブル $C^{r}$ 群とは、 $G$ がデファイナブルぴ多様体であって、群演算

$G\cross Garrow G,$ $Garrow G$ がデファイナブルぴ写像であることである。デファイナブル $C^{r}J$ 群

$G$ がアフィンとは、 $G$ がデファイナブル $C^{\Gamma}$ 多様体としてアフィンであることである。 デ

ファイナブル $C^{r}G$ 多様体とは、デファイナブル $C^{r}$ 多様体 $X$ と群作用 $\theta$ の組であって、

$\theta$ : $G><Xarrow X$ がデファイナブル $C^{r}$ 写像となるものである。 $(X, \theta)$ と書く代わりに、 省

略して $X$ と書く。
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$X,$ $Y$ をデファイナブル $C^{r}G$ 多様体とする。 デファイナブル $C^{r}G$写像 $f$ : $Xarrow 1^{r}$. がデ

ファイナブル $C^{r}G$ 自明とは、 ある $y\in 1^{r}$
, とデファイナブル $C^{r}G$ 写像 $h$ : $X-+f^{-1}(y)$ が

存在して、 $(f, h)$ : $Xarrow Y\cross f^{-1}(y)$ がデファイナブル $C^{r}G$ 微分同相写像となることで

ある。

定理 3.1.46]) $G$ をコンパクトデファイナブル $C^{r}$ 群、 $1\leq r<\infty$ とする。 $S$ を $G$ 表現の

中のデファイナブル $C^{r}G$ 部分多様体、 $A$ を $\mathbb{R}^{n}$ の中のデファイナブル $C^{r}$ 部分多様体とす

る。 このとき、任意の $G$ 不変全射デファイナブル $C^{\Gamma}$, 沈めこみ $f$ : $Sarrow A$ に対して、 $\mathrm{A}$ のデ

ファイナブル $C^{r}$ 部分多様体への有限分割 $\{A_{i}\}$ が存在して、 各 $f|f^{-1}(A_{i})$ : $f^{-1}(A_{i})arrow A_{i}$

がデファイナブル $C^{7}.G$ 自明となる。

さらに、 $\mathcal{M}$ が $C^{\omega}(C^{\infty})$ セル分解をもつならば. $r=\omega(\gamma=\infty)\backslash$ ととることができる。

定理 3.1 の証明. $S$ の次元に関する帰納法で証明する。 $\dim S=0$ のときは、 明らかで

ある。

$\dim S=k>0$ とする。 10.L8 [2] より、 $G$ はデファイナブル群とデファイナブル群

同型である。 定理 2.1 より、 $A$ のデファイナブル集合への有限分割 $\{Dj\}$ が存在して、 各

$f|f^{-1}(D_{j})$ : $f^{-1}(Dj)arrow D_{j}$ がデファイナブル $G$ 自明である。 $\{Dj\}$ を保存する $A$ の $C^{7}$
.
セ

ル分解を考えることにより、 $\{D_{i}\}$ の各成分は $A$ のデファイナブル $C^{r}$ 部分多様体として

よい。

$S_{j}=f^{-1}.(Dj)$ とする。 このとき、 $S_{j}$ は $S$ は、 デファイナブル $C^{r}G$部分多様体である。

$\dim Sj=k$ となるものだけ考えればよい。 というのは、 $\dim Sj<k$ ならば、 帰納法の仮

定により、 $f|Sj$ : $S_{j}arrow D_{j}$ は部分的デファイナブル $C^{r}G$ 自明となるからである。

$f\cdot|Sj$ : $S_{j}arrow D_{j}$ は沈めこみである。 $f|S_{i}$ : $S_{i}arrow D_{j}$ がデファイナブル $G$ 自明なので、 連

続デファイナブル $G$ 写像 $h_{j}$ : $S_{j}arrow F_{j}$ が存在して、 $(f.|S_{j}, h_{j})$ : $S_{j}arrow D_{j}\cross F_{j}$ がデファイ

ナブル $G$ 同相写像である。 ただし、 $F_{j}=f^{-1}(a_{j}),$ $a_{j}\in D_{j}$ とする。 $h_{j}$ にセル分解定理を

適用することにより、 $S_{j}$ の閉 $G$ 不変デファイナル部分集合 $S_{j}’$ が存在して、 dirn $S_{j}’<\lambda’.\cdot$ か

つ $h_{j}|Sj-S_{j}’-Sj-S_{j}’arrow h_{j}(Sj-S_{j}’)\subseteq F_{j}$ がデファイナブル $C^{r}G$ 写像となる。 $S_{j}-S_{i}^{l}$

が $S_{j}$ において開かつ $G$ 不変なので、 $f(S_{j}-S_{\acute{i}})$ は、 $f(S_{j})$ の開 $G$ 不変デファイナブル部

分集合である。

このとき、 $(f, h)j|Sj-S_{\acute{j}}$ : $S_{j}-S_{\acute{j}}arrow f$ (Si $-S_{j}’$ ) $\cross h_{j}(S_{j}-S_{j}’)$ は、 デファイナブル

$C^{r}G$ 写像である。 同じ議論を (f) $hj)|Sj-S_{j}’$ の逆写像に適用することにより、 $S_{j}-S_{j}’$ の

閉 $G$ 不変デファイナブル部分集合携と $f(S_{j}-S_{j}’)\rangle(h_{j}(S_{j}-S_{j}’)$ の閉 $G$ 不変デファイナ

ブル部分集合 $W_{j}’$ で $\dim \mathrm{f}/V_{j},$ $\dim$ 垣\gamma j’ $<k$ かつ $(f, h_{j})|(S_{i}-S_{j}’-VV_{j})$ : $S_{j}-S_{j}’$ 一漁り $arrow$
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$(f\cdot(Sj-S_{j}’)\cross hj(Sj-S_{j}’))-W_{j}’$がデファイナブル $C^{\tau}G$ 微分同相写像となる。 $S_{j}-S_{j}’-W_{j}$

のぴセル分解 $\{U_{i}^{l}\}$ をとる。

このとき、 $(f, h_{j})(W_{j})=W_{j}’$ なので、 各 $(f, h_{j^{J}})|U_{j}^{f}$ : $U_{j}^{l}arrow f(U_{j}^{l})\cross h_{j}(U_{j}^{l})$ はデファイ

ナブル $C^{r}G$ 等分同相写像である。 $f(S_{j}’\cup \mathrm{M}_{j}^{f})$ の $C^{r}$. セル分解 $\{T_{\lambda}\}$ をとる。 このとき、 各

$f^{-1}(T_{\lambda})$ は $S$ デファイナブル $C^{r}G$部分多様体で、 $f|f^{-1}(T_{\lambda})$ : $f^{-1}(T_{\lambda})arrow T_{\lambda}$ は帰納法の仮

定を満たす。 よって、 部分的デファイナブル $C^{r}G$ 自明である。 だから、 前半の証明が終

わった。

後半も同様に得られる。 口

写像 $f$ : $Xarrow 1’$ が固有とは、 $Y$ の任意のコンパク ト部分集合 $C$ に対して、 $f^{-1}(C)$ が

コンパクトとなることである。

定理 32. ([1]) $X$ をアフィン Nash 多様体, $f$
. : $Xarrow \mathbb{R}$ を全射固有 Nash沈めこみとする

とき、 $f$ は Nash 自明である。

問題 33. (t) 定理 3.2 の $G$ 作用つきはどうか ?

(2) デファイナブル版はどうか ?

定理 34. $(_{\lfloor}^{\lceil}5])G$ をコンパクトデファイナブル $C_{/}^{\gamma}$ 群、 $X$ をアフィンデファイナブル $C^{r}G$

多様体、 $1\leq r<\infty$ とする。 $G$ 不変全射固有デファイナブル $C^{r}$ 沈めこみ $f$ : $Xarrow \mathbb{R}$ はデ

ファイナブル $C^{7}.G$ 自明である。

定理 3.4 の証明. 部分的デファイナブル $C^{r}G$ 自明性定理を適用することにより、 $\mathbb{R}$ の

分割 $-\chi=a_{0}<a_{1}<a_{2}<\cdots<a_{i}<a_{j+1}=\infty$ とデファイナブル $C^{r}G$ 微分同相写像

$\phi_{i}$ : $f^{-1}((a_{i}, a_{i+1}))arrow(a_{i}, a_{i+1})\cross f^{-1}.(y_{\iota})$ で $f|f^{-1}((a_{i}, a_{i+1}))=p_{i}\circ\phi_{i},$ $(0\leq i\leq j)$ を満たす

ものが存在する。 ただし、 $p_{\mathrm{i}}$ は射影 $(a_{i\dot{\prime}}a_{i+1})\cross f^{-1}(y_{\dot{x}})arrow(a_{\iota\cdot,+1}c\iota_{l}\cdot.)$ を表し、 $y_{i}\in(a_{i}, a_{i+1})$

とする。

$1\leq i\leq j$ の各 $a_{i}$ に対して、 $a_{i}$ を含む開区間 $I_{i}$ とデファイナブル $C^{r}G$ 写像 $\pi_{i}$ : $f^{-1}(f_{i})arrow$

$f^{-1}(a_{i})$ が存在して、 $F_{i}=(f$, \pi 計 $f^{-1}(I_{i})arrow I_{i};\prec f^{-1}(a_{x})$ がデファイナブル $C^{T}G$ 微分同

相写像となる。デファイナブル $C^{r}G$ 管状近傍定理より、 $f^{-1}(a_{i})$ の $X$ におけるデファイナ

ブル $C^{7}.G$ 管状近傍 $(U_{i}, \pi_{\dot{2}})$ が存在する。 $f$ は固有なので、 $a_{?}$
. を含む開区間 $I_{i}$ が存在して、

$f^{-1}(I_{i})\subset U_{i}$ となる。 $f$ が固有でなければ、 そのような開区間は存在するとは限らない。
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$\angle^{\text{、}}l\backslash \not\cong f\Sigma \text{ら}t\mathrm{h}_{\text{、}^{}\theta}I_{i}\text{を}1i\backslash \hat{\mathrm{f}\mathrm{H}}’\mathrm{J}^{\mathrm{a}}\text{する}\infty\not\in\sim;l^{arrow}arrow \text{よ}9\text{、}F_{i}=(f, \pi_{i})$: $f^{-1}(I_{i})arrow I_{i}\cross f^{-1}(a_{i})f3\mathrm{i}^{\backslash }\mathrm{X}^{\backslash }db\text{る}$

$7^{\overline{-}\text{フ}- \mathrm{f}\overline{-}}\grave{\text{、}ァ}\triangleleft’\text{フ}\mathrm{K}\mathrm{s}C^{r}G\pi\acute{M}_{J\supset}^{J\backslash }\Pi\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{B}\text{写}\{\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{て^{}\backslash ^{\backslash }}\text{あ}\grave{\backslash }\text{る_{。}}$

$-\mathrm{k}_{\vec{\vec{\mathrm{R}}}}^{=}\mathrm{E}\text{の^{}-.-\Lambda}\overline{-}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{o}\equiv\iota_{_{\zeta}}^{\mathrm{r}}\mathrm{f}\mathrm{f}\overline{\mathrm{f}\mathrm{l}}\mathrm{r}v\backslash \ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{D}\cross 7_{\mathrm{R}}5\text{の有}\beta \mathrm{E}\Gamma*\{J_{i}\}^{l}j\iota=1\mathrm{f};7^{\overline{-}}\text{ファ}\tau’\text{ナ}\backslash ^{\backslash }\mathrm{y}\mathrm{K}\mathrm{s}C^{r}G\acute{4}\pi\Re_{7\mathrm{J}}\grave{\backslash }.\Pi\nearrow\backslash _{\overline{\mathrm{t}3}}\tau \mathrm{B}\Xi f\ovalbox{\tt\small REJECT} h_{\dot{\mathrm{z}}}$ :

$f^{-1}(J_{i})arrow J_{i}\cross f^{-1}(y_{i}))(1\leq i\leq l)\mathrm{B}_{\grave{1}}\text{、}T\neq T\pm\llcorner^{-}\zeta_{\text{、}}y_{i}\in J_{i},$ $\bigcup_{i=1}^{t}J_{i}=\mathbb{R}\mathrm{B}>\text{つ}h_{i}([succeq] \text{射_{}\backslash }\text{影}$

$J_{i} \cross f^{-1}(y_{i})arrow J_{i}\text{の}\bigwedge_{\square }-ffi^{\backslash }\mathrm{B}_{\grave{\grave{1}}}f|f^{-1}(J_{i})\text{と}f_{\Sigma \text{る_{。}}}$

$\text{自明_{}\Leftrightarrow \mathrm{f}\ovalbox{\tt\small REJECT} k^{f}\Rightarrow \text{る}\Leftrightarrow \text{め}f-\text{、}^{}\overline{arrow}}\mathrm{i}(^{\Xi}arrowarrow \mathcal{X}arrow\iota \text{ら}\sigma]\text{自明}\overline{\not\in-}\{\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{を}l3;\mathfrak{h}^{\bigwedge_{\overline{\square }}}b\sim\#\xi\}_{\text{。}}i\geq 2\{[succeq] \text{してよ^{}\mathfrak{h}\backslash }\text{。}U_{i-1}\cap J_{i}=$

$(a, b)\mathrm{B}_{1\text{つ}k_{i-1}}$ : $f^{-1}(U_{i-1})arrow U_{i-1}\chi f^{-1}.(y_{1})f\mathrm{h}\overline{7}^{\sim}\text{ファ}\triangleleft$

.
$\text{ナ}\backslash ^{\backslash }\text{フ}J\mathrm{s}C^{r}G\prime \text{微_{}j\eta}^{\mathit{1}\backslash }\grave{\backslash }\Pi\overline{-}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{B}\overline{\not\in-}f\mathrm{a}\text{て_{、}^{}\backslash }\backslash$

$f|f^{-1}(U_{i-1\prime})=proj_{i-1} \circ k_{i-\cdot 1}\xi:\backslash \text{満}\backslash =\text{す{}^{\mathrm{t}}}\mathrm{b}\sigma)\text{とする_{。}}_{-}^{arrow}_{\mathrm{L}}’\backslash \backslash \text{し_{、}}U_{\dot{x}-1}=\bigcup_{s=1}^{i-1}J_{\mathrm{b}}$. $\hslash>\text{つ}proj_{i-1}$

$f3;\text{射_{}\backslash }^{\mathrm{E}_{/}’}\prime 7\swarrow U_{i-1}\cross f^{-1}(y_{1})arrow U_{i-1}\text{を表すとする_{。}}z\in(a, b)=U_{i-1}\cap J_{i}\text{をと}\xi)_{\text{。}}>\text{のと}\not\geqq$:

$f^{-1}(y_{1})\cong f^{-1}(z)\cong f^{-1}(?_{i}\mathit{1})t\Sigma\sigma)\text{て_{、}^{}\backslash }\backslash f^{-1}.(y_{1})f2;f^{-1}(y_{i})([succeq]\overline{\grave{\grave{\tau}}}\text{ファ}\prime\tau’7^{-}7\mathrm{K}\mathrm{s}\grave{\backslash }C^{r}Gf\{\ovalbox{\tt\small REJECT}’,\eta^{\backslash }\Pi\overline{\iota\supset}\text{相}$

$arrow C^{\backslash }\backslash \text{ある_{}0}h_{i}\text{を}f^{-1}(J_{\dot{x}})7_{\mathrm{J}^{1}}\text{ら}J_{i}\rangle\langle f^{-1}(y_{1})\text{へ}(7)_{\overline{7^{-}}}-J\text{ァ}\sqrt \text{ナフ^{}\grave{\text{、}}}\mathrm{K}\mathrm{s}C^{r}G\acute{\{}\ovalbox{\tt\small REJECT} JJ\mathrm{J}\backslash \backslash \backslash _{\overline{\mathrm{Q}}}\Pi\ddagger\Xi 5l\not\in\pm:\text{する_{。}}$

$arrow Uarrow)\text{とき_{、}}\overline{\tau}\text{ファ}\triangleleft’\text{ナ}\grave{\text{、}}:7\mathrm{K}\triangleright C^{r}G/f\gamma_{\mathcal{F}}*_{J\mathrm{J}}\grave{\backslash }\mathrm{c}_{\overline{\mathrm{p}}}\Pi/\text{相写}(\ovalbox{\tt\small REJECT} k_{\dot{\mathrm{z}}-1}\circ h_{i}^{-1}$ : $(a, b)\cross f^{-1}(y_{1})arrow(a, b)\rangle\langle$

$f^{-1}(y_{1}),$ $(f, x)\vdasharrow(t, q(t, x))\text{を}\acute{\mathrm{t}}^{\mathrm{B}}\mathrm{i}\mp^{j}5_{\text{。}}C^{r}$ Nash $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{a}\mathrm{e}\ovalbox{\tt\small REJECT}\backslash \yen Ku:\mathbb{R}arrow \mathbb{R}\text{て_{、}^{}\backslash }\backslash u=\frac{a+b}{2}$on $(- \infty, \frac{3}{4}a+\frac{1}{4}b]$

$tj^{3}\text{つ}u=id$ on $[ \frac{1}{4}a+\frac{3}{4}b, \infty)\not\in\xi^{\backslash }\grave{\{}\Phi=\text{す^{}\iota}\mathrm{b}\text{の}\not\in;\text{とる_{。}}H$ : $(a, b)\cross f^{-1}(y_{1})arrow f^{-1}((a, b)),$ $H(t, x)=$

$k_{i-1}^{-1}(t, q(u(t), x))\text{とする_{。}}\sigma)\text{と}\mathrm{C}\Rightarrow\backslash Hl3:\overline{\grave{\grave{\tau}}}\text{ファ}\triangleleft’\text{ナフ}\mathit{1}\mathrm{s}C^{r}G\tau \mathrm{f}\acute{\mathrm{f}}^{\prime\backslash }\grave{\backslash }$「$\mathrm{r}J\mathrm{J}\overline{\mathrm{o}}\neg\uparrow \mathrm{g}\overline{\Leftrightarrow}\{\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{て_{、}^{}\backslash ^{\backslash }}H=h_{i}^{-1}$

$\frac{1}{4}a+\frac{3}{4}b\leq t\leq b\mathrm{B}_{3}\text{つ}H=k_{i-1}^{-1}\circ(id\cross\psi)a\leq t\leq\frac{3}{4}a+\frac{1}{4}b\xi \mathrm{j}^{\mathrm{r}}\grave{\{}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}_{arrow}^{\wedge}\text{す_{。}}_{arrow}’_{arrow}^{-}\grave{\text{、}し_{}\backslash }$

$\psi$ : $f^{-1}.(y_{1})arrow f^{-1}(y_{1}),$ $\psi(x)=q(\frac{a+b}{\underline{9}}, a^{\backslash })_{\text{。}}$

$k_{i}^{9}$ : $f^{-1}([_{i}^{\mathrm{r}})arrow \mathrm{L}_{i}^{\gamma}!\cross f^{-1}(y_{1}))$

$\overline{k}_{i}(x)=\{$ $H^{-1}(x)(id\cross\psi)^{-\mathrm{l}},\circ k_{i-1}(.L)$

, $f(x) \leq\frac{3}{4}a+\frac{1}{4}b$

$\frac{3}{\mathrm{J}}a+\frac{1}{4}b\leq f(x)\leq b$

1 $h_{i}(x)$ , $f(x)>b$
$\tilde{k}_{i}$ はデファイナブル $C^{r}G$微分同相写像である。 これを改めて、 $t_{i}$ とおく。 よって極が求

めるデファイナブル $C^{r}G$ 微分同相写像である。 $\square$

系 35. ([4]) $G$ を有限群とする。 $X$ をアフィン Nash $G$ 多様体, $f$ : $Xarrow \mathbb{R}$ を $G$ 不変全

射固有 Nash沈めこみとするとき、 $f$ は Nash $G$ 自明である。

系 35 の証明, 定理 34 より、 $C^{\tau}$ Nash $G$ 微分同相写像 $F=(f, \phi)$ : $Xarrow \mathbb{R}\mathrm{x}f^{-1}.(y)$

で、 $f=p$ \’o $F$ を満たすものが存在する。 ただし、 $p:\mathbb{R}\cross f^{-1}(y)arrow \mathbb{R}$ は射影を表すとす

る。 近似定理より、 Nash $G$ 写像 $\psi$ : $Xarrow f^{-1}.(y)$ で $\phi$ の近似となるものが存在する。 こ

の近似が十分よければ、 $H=(f, \psi)$ : $Xarrow \mathbb{R}\cross f^{-1}.(y)$ は求める Nash $G$ 微分同相写像で

ある。 1
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